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（学位論文のタイトル） 
Peribronchovascular haze: a frequently observed finding on plain chest X-rays 
in the acute phase of Kawasaki disease 
（気管支血管束の不鮮明化：急性期川崎病患者の胸部X線写真において高頻度に認める所見） 
 
 
（学位論文の要旨） 
川崎病は血管炎を背景とする小児の原因不明の急性熱性疾患である。その早期診断と早期治
療は、突然死や冠動脈瘤を予防する上で極めて重要である。診断は主要6項目のうち5ないし6項
目該当すれば確定されるが、4項目以下でも心エコーにて冠動脈異常が確認されれば不完全型川
崎病と診断される。また、心エコーで異常を認めない場合でも、参考条項に該当する所見を認め
れば川崎病疑いと診断される。しかし診断に苦慮するケースが少なくはないのが現状である。 
画像検査としては心エコーが補助診断として用いられている。心エコーでの冠動脈異常所見
には特異性が高く、予後予測に於いても重要性を持つが、急性期での有所見率はあまり高くない
と言われている。一方胸部X線写真は、不明熱精査としての主にスクリーニング目的で用いられ
ている。これらの胸部X線写真を読影していると、後に川崎病と診断された症例では肺門周囲の
気管支血管束の不鮮明化を高頻度に認め、“気管支炎”または“気管支炎疑い”と診断していた
ケースを数多く経験してきた。そこで今回、川崎病患者の胸部X線写真において異常を認める頻
度を求めるとともに、川崎病診断における胸部X線写真の重要性についても検討した。 
調査は2010年1月から2011年12月までに川崎病または川崎病疑いと診断され、診断前に胸部X
線写真が施行された69名を対象とした（男児38名、女児31名、平均年齢2.3±1.8歳）。 
胸部X線写真は2名の放射線診断医により、気管支血管束の不鮮明化、心拡大、冠動脈石灰化、
胸水貯留、末梢肺野の間質性変化、およびair trappingの有無について個別に評価した。 
心エコーは循環器を専門とする小児科専門医1名により、冠動脈の径拡張、冠動脈周囲の輝度
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上昇、心嚢液貯留等の異常所見の有無について評価し、心エコー上の異常所見の頻度を求めた。 
軽快後の胸部X線写真および心エコーについても同様の評価を行い、主要診断項目の頻度はカ
ルテベースに評価した。 
胸部X線写真にて肺門周囲の気管支血管束の不鮮明化を認めた頻度は82.6%(57/69)であった。
網状影や粒状影、すりガラス影などの間質性変化を認めた頻度34.8%であった。心拡大や冠動脈
石灰化、胸水貯留、air trappingを示す明らかな所見は認めなかった。 
一方、心エコーで異常所見を認めた頻度は42.0%(29/69)であった。 
各主要診断項目の頻度は、不定形発疹88.4%、眼球結膜の充血85.5%、口腔粘膜発赤85.5%、手
掌紅斑/硬性浮腫81.2%、頚部リンパ節腫脹55.1%であった。各主要診断項目と胸部X線写真の診断
時における有意な関連性は見られなかった。 
Follow up studyでは、軽快後に胸部X線写真が施行され29名のうち25名で所見の改善を認め、
その頻度は86.2%であった。胸部X線写真、心エコーともに施行された症例は13名であったが、
両検査における所見改善の有無に有意な関連性は見出せなかった。 
今回のstudyにより、急性期川崎病患者の82.6%という高い頻度で胸部X線写真上の異常所見を
認め、治療後には86.2%で所見が改善することがわかった。この所見はこれまで指摘されてはお
らず、その頻度もUramotoらが注目した網状影や粒状影、すりガラス影といった間質性陰影の頻
度63%よりも高いものであった。Shibuyaらによる病理組織学的検討によると、急性期川崎病患
者では肺動脈に炎症性変化が認められると報告している。この炎症性変化は肺動脈の中膜での水
腫性粗開性変化で、第4次分岐までの弾性型肺動脈に限局していることが特徴的であると指摘し
ている。このことは、今回の“肺門周囲の気管支血管束の不鮮明化”という胸部X線写真上の異
常所見と良く一致すると思われる。しかしこの肺門周囲の気管支血管束の不鮮明化という画像所
見は、必ずしも川崎病に特異的というわけではない。気管支炎や初期の肺炎、心不全、腎不全な
どの病態でも認めうる非特異的所見である。しかしながら身体所見や検査データ等からこれらの
病態が否定され、胸部X線写真にて気管支血管束の不鮮明化を認めた場合、不明熱の鑑別診断と
して川崎病をあげることができ、早期診断の一助となり、予後改善にも寄与すると思われる。 
